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No．１５３４  ２０２６年５月２８日発行 

ベースラインの血中好酸球数にかかわらず頻繁な増悪を伴う慢性閉塞性肺疾患（COPD）に対する

Astegolimab の安全性と有効性：無作為化二重盲検プラセボ対照 Phase IIb および Phase III 試験

（ALIENTO試験および ARNASA試験） 

Safety and efficacy of astegolimab for COPD with frequent exacerbations regardless of baseline blood 

eosinophil counts (ALIENTO and ARNASA): randomised, double-blind, placebo-controlled, phase 2b 

and 3 trials 

Alberto Papi（St Anna University Hospital，Ferrara／Italy），ほか 

Lancet（10543）2027－2039／（2026．5．23） 

両試験において，計 3例の死亡が治験薬に関連するものと判断された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集部注：詳細情報は文献複写サービスをご利用になるか，医薬品情報データベースの iyakuSearch

などをご覧ください。尚，より速く情報をお伝えするため，一部電子ジャーナルを利用して採択を行

っております。文献複写サービスは雑誌入手後となりますのでご了承ください。文献複写申込みは

JAPIC附属図書館／文献複写サービスよりお申込みください。

（https://www.japic.or.jp/service/library/guidance.html） 
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